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会社概要

DX推進

教育研修

その他（出版）

会 社 名 ｜ 株 式 会 社 F C E  H o l d i n g s 証券コード：9564

設 立 ｜ 2 0 1 7 年 4 月 2 1 日 グループ創業2004年2月19日

代 表 取 締 役 ｜ 石 川 淳 悦

資 本 金 ｜ 1 億 7 , 9 3 8 万 9 , 4 5 0 円

従 業 員 数 ｜ 1 9 0 名 外パート・アルバイト 7名

Purpose

チャレンジあふれる未来をつくる

※ 2023年6月30日現在
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Mission

人 Tech

人的資本の最大化に貢献する
Human Capital Maximizer

DX推進事業

教育研修事業
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人的資源減少 ⇒ 「人」×「Tech」で、人的資本の最大化に貢献する

Tech：DX推進事業

人：教育研修事業

成果

①人口減少によりそのままで
は生産力は落ちていきます

生
産
性
向
上

投資

人口動向

③人財育成により生産性を
向上します

②減少していく人の労働力
をTechで補います

企業研修
人的資源 ➩人的資本
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事業ポートフォリオ

売上高
2023年9月期

（通期見込）

50%46%

DX推進事業

教育研修事業

ストック比率 80%
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株式会社FUNDINNOへの出資

・ 2 0 2 3 年 6 月 3 0 日 の 取 締 役 会 に お い て 、 株 式 会 社 F U N D I N N O へ 出 資 す る こ と を 決 議

・ 「 『 人 』 × 『 Te c h 』 で 人 的 資 本 の 最 大 化 に 貢 献 す る 」 を 実 現 す る た め に 今 回 の 出 資 を 通 じ
て ベ ン チ ャ ー 企 業 の 成 ⾧ 支 援 に 向 け た 連 携 を 進 め て ま い り ま す 。

（１）出資の内容
■引受株式数：100,000 株
（出資比率は発行済株式総数の 0.4%程度となる予定です）

■払込金額： 総額 100,000,000 円（1 株につき 1,000 円）

■払込日：2023年7月31日

（２）業務提携について
業務提携の具体的内容、実施方法等については、今後、
両社協議の上、行ってまいります。

出資の概要

■名称：株式会社 FUNDINNO(2015年11月設立)

■本社所在地：東京都品川区東五反田5丁目25番18号

■事業内容：
・第一種少額電子募集取扱業務 FUNDINNO の運営業務
・第一種金融商品取引業 FUNDINNO MARKET の運営業務
・FUNDOOR の運営業務
＜子会社：株式会社 FUNDINNO GROWTH＞
・企業の成⾧支援コンサルティング及び人材紹介業

■登録番号：第一種金融商品取引業者 関東財務局⾧（金商）第
2957 号

■資本金：35億9247万9340円 ※2021/6/15時点

出資先の概要
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株式会社FUNDINNOへの出資の意義

本 提 携 に よ り 、 未 上 場 企 業 へ R PA ロ ボ パ ッ ト D X 、 S m a r t  B o a r d i n g 、 研 修 、 コ ン サ ル テ ィ
ン グ の 提 供 に よ る バ リ ュ ー ア ッ プ を 実 現 し 、 人 的 資 本 の 最 大 化 に 貢 献 し ま す 。

未上場企業
(300社以上)

バリューアップ

FUNDINNO社の

厳しい審査をクリアした企業のみが対象

「FUNDINNO*」
から

資金調達

*：日本発の株式投資型クラウドファンディング

IPOやその他Exit
(M&A, 売却等)
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KMT研究所の事業譲受

・ 2 0 2 3 年 6 月 2 9 日 の 取 締 役 会 に お い て 、 F C E プ ロ セ ス ＆ テ ク ノ ロ ジ ー が K M T 研 究 所 が 運 営
す る ソ フ ト ウ ェ ア V i s u a l  C e n t e r 1  及 び V i s u a l  C e n t e r X に 関 す る 全 事 業 を 譲 受 す る こ と
を 決 議
・ 譲 受 価 格 は 3 6 , 0 0 0 千 円 、 事 業 譲 受 日 は 2 0 2 3 年 7 月 1 日

■買収対象：
株式社KMT研究所が運営するソフトウェア Visual Center1 

及び Visual CenterX に関する全事業

■譲受価額： 36,000千円

■決済方法：現金決済

■事業譲受日：2023年7月1日

■その他：
株式会社 KMT 研究所に所属する全役職員（４名）は、株式

会社 FCE Holdings と雇用契約又は業務委託契約を締結予定

取引の概要

■名称：株式会社KMT研究所(1998年10月設立)

■事業内容：
・オブジェクトデータベース（ODB）や検索・照合の技術を基
盤とした、定型および非定型情報の⾧所を融合したソリュー
ションの提供
・製品導入に関連した企業への導入コンサルタント
・コンピュータ関連の教育事業

■当社との関係：
2019年よりFCEプロセス＆テクノロジーが技術開発を行うに

あたって協業してきた

相手先(譲渡会社)の概要
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KMT研究所の事業譲受による期待効果

ビッグデータの
高速化・軽量化

生成系AIを活用する
領域の拡大

AIベンターへの
技術提供

業務オペレーションの
脱Excel化

ChatGPT等
生成系AI

シナジーによる展開

R PA 「 ロ ボ パ ッ ト D X 」 と 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 顧 客 の 更 な る 業 務 効 率 化 ・ 高 速 化 の

実 現 に 高 い シ ナ ジ ー 効 果 を 発 揮 。 よ り 一 層 企 業 の 生 産 性 向 上 と 人 的 資 本 の 最 大 化 に 貢 献 へ 。
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人的資源減少 ⇒ 「人」×「Tech」で、人的資本の最大化に貢献する

ヒト

Tech：DX推進事業

人：教育研修事業

成果

①人口減少によりそのままで
は生産力は落ちていきます

生
産
性
向
上

投資

人口動向

③人財育成により生産性を
向上します

②減少していく人の労働力
をTechで補います

企業研修
人的資源 ➩人的資本



売上 原価導入社数 平均単価（月額）
開発協力先への
ライセンス料

代理店への
販売フィー

R PA（ R o b o t i c  P r o c e s s  Au t o m a t i o n  ） と

D X 推 進 の た め に 、 人 材 育 成 と 組 織 構 築 の サ ポ ー ト を 提 供 し ま す 。
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RPA「ロボパットDX」

RPA ロボパットDXの収益構造

※平均単価(月額)＝フル機能版と実行専用版の加重平均

ライセンスの種類 / 料金体系

フル機能版
ロボットの動作シナリオを作成登録し、
実際に作業可能

12万円/月 ※税抜き

導入サポート
コンサルティング

フローティングライセンス
フローティングライセンスは複数のPCでの

共有可能なので、離れた場所でも利用できます。
また、コスト削減にも貢献します。

実行専用版
フル機能版ライセンスのシナリオは
別のPCで実行可能です。

4万円/月 ※税抜き

無料
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RPA「ロボパットDX」の外部評価



RPA「ロボパットDX」は業務を知っている人が自分で作成できる
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パーソナルRPA

【 従 来 の R P A の 課 題 】 「 I T ス キ ル の 高 い 技 術 者 が ロ ボ ッ ト を 作 る 」 が 前 提

→ 「 業 務 に つ い て 知 ら な い 人 が 、 そ の 業 務 を 実 行 す る ロ ボ ッ ト を 作 る 」 と い う 状 況 が 発 生

→ そ の 状 況 で は 非 常 に 効 率 が 悪 い た め 、 R P A が 普 及 す る 範 囲 が 限 定 的

非
効
率

業務部門 IT部門

業務をしている人は
ロボットを作れない

技術者は業務を
知らない

R P A 「 ロ ボ パ ッ ト D X 」 は 『 R P A を パ ー ソ ナ ル な も の に す る 』 と い う コ ン セ プ ト で 解 決



R PA 「 ロ ボ パ ッ ト D X 」 は 、 使 う 人 が カ ス タ マ イ ズ で き る パ ー ソ ナ ル R PA で す 。
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パーソナルRPA

RPA「ロボパットDX」

各パソコンで利用可能

プログラミングの知識は不要

ユーザーが自分でロボットを作成
できる

その他従来のRPA

サーバーなど専門的なシステム環境が
必要

プログラミングの知識が必要

業務を直接担当していないIT部門が
ロボットを作成

業務に応じて自分でロボットを
カスタマイズできる

業務変更に対してタイムリーに修正が
できない



R PA「 ロ ボ パ ッ ト D X 」 は 、 R PA 導 入 か ら ロ ボ の 作 り 方 勉 強 会 、

業 務 改 善 や 組 織 改 善 の サ ポ ー ト ま で ワ ン ス ト ッ プ で 提 供 す る サ ー ビ ス で す 。

© 2023 FCE Holdings Inc. 18

RPA「ロボパットDX」だけの【ワンストップ】サービス

RPA導入
ロボの作り方

勉強会
業務改善 / 組織改善

サポート



R PAロ ボ パ ッ ト D X は 新 規 契 約 を 獲 得 し 拡 大 し て お り 、

幅 広 い 業 種 や 企 業 規 模 に 対 応 し 、 法 人 マ ー ケ ッ ト の 拡 大 が 進 ん で い ま す 。
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今後のDX推進事業拡大戦略

導入社数の増加 単価の向上

1,000名以上

約4千社

300名～999名

約1.1万社

100名～299名

約3.5万社

従業員数99名以下

約170万社

地方における認知拡大
販売体制の強化 / 構築

お客さま社内での横展開

一般的なアプローチ 当社のアプローチ

サービス提供企業

IT専門部署

他部門

当社

部署
B

部署
A

IT専門
部署

中小企業との実績も豊富なので
現場の部署とのやりとりも

スムーズに対応可
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RPA「ロボパットDX」導入状況

RPAロボパットDX導入企業業種別割合 RPAロボパットDX導入企業規模別割合

卸売業 / 小売業

21%

製造業

18%

士業 / コンサル業 / 
技術サービス業

11%

その他

10%

サービス業

9%

不動産業 / 物品賃貸業

8%

情報通信業 7%

医療 / 福祉 6%

運送業 / 郵便業 4%

建設業 4%

宿泊業 / 飲食店 3%

100名以下

44%

101～300名

26%

301～1000名

17%

1001名以上

13%

業種、業界を問わず多岐に導入 企業規模を問わず導入可能
（従業員300人未満で7割を占める）



RPA「ロボパットDX」 拡大の可能性※ 1
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※1:下記に記載の計算方法により当社が推計しております
※2:当社2022年9月期DX推進事業売上高
※3:当社がメインターゲットとしている従業員数300名以下国内法人企業を「パーソナルRPA市場」と定義

約173万社×RPAロボパットDX平均月額単価16万円×12ヶ月を乗じて算出

RPAロボパットDX
17.7億円※2

3%

5%

10%

20%

30%

996億 1,660億 3,321億 6,643億 9,964億

パーソナルRPAの市場規模
RPAロボパット可能性 3兆3,216億円※3



税理士事務所から顧客への紹介
地場の有力企業（クライアント）を次々と
紹介、高確率でトライアルや成約に

R PAロ ボ パ ッ ト D X は 好 調 な や り 方 を 継 続 し 、 横 展 開 に よ る 更 な る 成 ⾧ を 目 指 し ま す 。

紹 介 パ ー ト ナ ー 制 度 の 拡 大 や 同 業 種 で の ク ラ イ ア ン ト 紹 介 な ど 、 新 た な 成 果 を 生 み 出 し ま す 。
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今後のDX推進事業拡大戦略の進捗

税理士事務所 kintone 地方銀行

RPAロボパットDX

税
理
士
事
務
所

顧客

顧客

顧客

顧客

共にノーコード・ローコードのRPA
「ロボパットDX」と「kintone」の連携
プログラミング知識を持たない現場
スタッフ自身による業務の効率化が可能に

あおもり創生パートナーズと業務提携
（青森銀行100％出資会社）

東北地方の中小企業の業務効率化・生産性向上におい
て、RPA「ロボパットDX」の提供を開始

東
北
地
方
の
企
業
様

課題の相談

打ち合わせ

企業の紹介

DX化支援企業のご紹介や伴走支援など
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人的資源減少 ⇒ 「人」×「Tech」で、人的資本の最大化に貢献する

ヒト

Tech：DX推進事業

人：教育研修事業

成果

①人口減少によりそのままで
は生産力は落ちていきます

生
産
性
向
上

投資

人口動向

③人財育成により生産性を
向上します

②減少していく人の労働力
をTechで補います

企業研修
人的資源 ➩人的資本
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HR DX ｜ Smart  Boarding

（ 2 0 2 3 年 6 月 末 ）

導入企業数

550社突破！

一 人 ひ と り の 成 ⾧ 速 度 の 違 い に 着 目 し た

転職者『即戦力化』プラットフォーム

一般的なE-ラーニングとは一線を画したオンボーディングDXシステム

企業の成⾧ビジョン実現の為に必要な「求める人材」を育てる
オリジナル教育プログラムを作成

“社員一人ひとりが自ら学び始める組織作り”を徹底サポート

オンライン×リアル（ライブトレーニング）との融合で早期戦力化
から継続的な学びまで幅広いニーズに最適化
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HR DX ｜ Smart  Boarding：即戦力化のしくみ

S m a r t  B o a r d i n g は 動 画 と 対 に な っ た ラ イ ブ 型 の オ ン ラ イ ン ト レ ー ニ ン グ シ ス テ ム と し て 、
月 間 3 , 0 0 0 人 以 上 の 方 が 常 時 参 加 し て い た だ い て い ま す 。

繰り返しINPUT 何度でもOUTPUT

指示受け
の動画を見て

ヒアリング力強化
の動画を見て

7つのマネジメントスキル 質問する
の動画を見て

人を惹きつける大将軍とは
の動画を見て

指示受け・報告レッスン
のオンライントレーニングを受ける

営業ニーズヒアリングレッスン
のオンライントレーニングを受ける

コーチング型質問スキルレッスン
のオンライントレーニングを受ける

成果を持続し人を惹きつけるリーダーとは
のオンライントレーニングを受ける
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BOXIL SaaS  AWARD 受賞歴

S m a r t  B o a r d i n g は 口 コ ミ サ イ ト 「 B O X I L  S a a S 」 に て 、
B O X I L  S a a S  AWA R D を 連 続 受 賞 し て い ま す 。

BOXIL SaaS AWARD 
Autumn 2022

eラーニング部門「Good Service」受賞

BOXIL SaaS AWARD 
2021 Autumn

人事・給与部門受賞

BOXIL SaaS AWARD
2022

人事・給与部門受賞

BOXIL SaaS AWARD 
Winter 2022

eラーニング部門「Good Service」受賞

チャーンレート 1%台

※ BOXIL SaaS AWARD（ボクシルサースアワード）は、スマートキャンプ株式会社の運営するSaaS比較サイト「BOXIL SaaS」が今最も評価されているSaaSを表彰するイベントです。
SaaS普及を支援するために、3月4日を「SaaSの日」スマートキャンプが独自に定めた記念日）とし、2019年3月より毎年開催しています。
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セールス トレーニングおよびオンボーディング ソフトウェア市場

市 場 は 、 小 規 模 お よ び 大 規 模 企 業 で の 製 品 ベ ー ス の 販 売 ト レ ー ニ ン グ お よ び オ ン ボ ー デ ィ ン
グ ソ フ ト ウ ェ ア の 使 用 の 増 加 に よ り 、 成 ⾧ す る と 推 定 さ れ て い ま す 。

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

2021年 2031年

40億
米ドル

90億
米ドル

5,600
億円

1兆
2,600
億円

世界のセールス トレーニングおよびオンボーディング ソフトウェア市場規模
推移 / 予測

単位：百万円

転職者の即戦力化

転職者の定着率向上

新人の生産性向上

CAGR

7％

（予測）

出典：Research Nester Private Limited「セールス トレーニングおよびオンボーディング ソフトウェア市場―展開タイプ別 （クラウドベースおよびオンプレミス）、企業規模別、業界別、
および地域別―世界の需要分析と機会の見通し2022－2031年」（2022年8月24日発表）
※1ドル=140円換算、CAGR：年平均成⾧率年平均成⾧率



Smar t  Board ing拡大戦略の進捗

OEM提携による導入企業数の増加・拡大へ

他社HRサービスとのシステム連携の強化

2023年1月OEMパートナー一般公募開始
現在、提携パートナー企業を拡大中

OEM版Smart Boardingは、ノウハウ共有や技能育成を
要する企業※に効率的・効果的なノウハウ提供が可能

※例えば、チェーン展開や多店舗展開をしている企業や
コーチングスクールのように人材育成、技能提供を事業とする企業など

OEMパートナー企業

A社 B社 C社

月
額
利
用
料

サ
ー
ビ
ス
提
供

導入社数に応じ対価

OEM版の開発・提供
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Smart  Board ing の戦略的位置づけ

HR商品 / サービス

3,000社以上 550社以上 1,100社以上

S m a r t  B o a r d i n g 導 入 企 業 へ の H R 商 品 ・ サ ー ビ ス の ク ロ ス セ ル だ け で な く 、

R PA「 ロ ボ パ ッ ト D X 」 の ク ロ ス セ ル を 積 極 的 に 推 進 し ま す 。
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Educat ion  DX ｜ フォーサイトアプリ

手帳を書くだけでPDCAサイクルが回せて振り返り力が身につく！

「フォーサイト手帳」の使い心地をそのままにデジタル化を実現！
PCやタブレットで使用が可能に。一括管理により教員の負担軽減。

フ ォ ー サ イ ト ア プ リ に よ り 、 現 在 の 市 場 シ ェ ア 5 ％ か ら 2 0 2 5 年 ま で に 中 高 生 市 場 の シ ェ ア
1 5 ％ と す る こ と を 視 野 に 入 れ ま す 。

約305,000人に提供 約900校に導入



© 2023 FCE Holdings Inc. 32

フォーサイトアプリ拡大戦略の進捗

業界トップシェアの中高向け手帳が「紙」から「デジタル」に。
新学習指導要領で注目される「振り返り力」、書くだけ「PDCA」で
資質を最大限引き出す。

中高生向けデジタル手帳「フォーサイトアプリ」の
学習塾等市場向けの有償提供

学習塾
を中心とする顧客基盤

学校
を中心とする顧客基盤

能美市教育委員会と教育DXを共同推進 POPER社(東証グロース 5134)※との業務提携

市内の小中学校での「フォーサイトアプリ」を導入開始
今後、他の都道府県(自治体・教育委員会)へ展開

※：株式会社ＰＯＰＥＲ（東京証券取引所 グロース市場上場、証券コード：5134）
SaaS 型教育事業者等専用コミュニケーション＆業務管理プラットフォーム「Comiru」を提供
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フォーサイトアプリとGoogleカレンダーの違い

計画機能
目的や目標を

達成する行動計画

振り返り機能
日次や週次での
実行を振り返る

時間集計機能
実行時間を自動集計

予定管理機能
予定の入力や表示

予定共有機能
予定を他者へ共有

PDCAサイクルを回して
「ふりかえり力」を身につけることができる

効率的なスケジュール管理を
することができる

フォーサイトアプリとGoogleカレンダーの同期連携をすることで
より効果性と効率化が高まる（連携について現在検討中）

Google
カレンダー
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フォーサイトアプリ 拡大の可能性※ 1

34

フォーサイト手帳
2億円※2 5%

フォーサイトアプリのターゲット市場
約37.2億円※4

※1:下記に記載の計算方法により当社が推計しております
※2:当社2022年9月期フォーサイト手帳売上高 ※3:中高生向け手帳販売上位3社の合計約100万冊
※4:中高生生徒数約620万人にフォーサイト手帳単価600円を乗じて算出

大学生・社会人市場

現在は中高生マーケットにおける
普及を行い、生活の一部となって
いくことで大学生になっても社会
人になっても使い続けられる機能

開発やサービス展開を予定

中高生向け手帳市場
７億円※3
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2023年9月期 第3四半期 ｜ 決算概要

売上高

第3四半期の売上高は前年同期比で12.9%の増収、累計で10.5%の増収
経常利益

第3四半期の経常利益は前年同期比で38.8％の増益、累計で21.6％の増益を達成
通期予想

ストック型ビジネスの積み上がりによる増収により、通期の売上高と利益の予想達成を見込む

2022年9月期 2023年9月期 第3四半期 2023年9月期 通期

3Q (4-6月) 3Q (累計) 3Q (4-6月) 3Q (累計) 前年同期比 (3か月) 前年同期比 (9か月) 通期予想 進捗率

売上高 904 2,846 1,021 3,146 +116 (+12.9%) +299 (+10.5%) 4,059 77.5%

営業利益 128 468 169 581 +40 (+31.3%) +112 (+24.0%) 578 100.6%

経常利益 126 471 176 573 +49 (+38.8%) +101 (+21.6%) 560 102.4%

親会社株主に
帰属する当期純利益 84 304 111 373 +27 (+32.5%) +69 (+22.7%) 370 101.0%

経常利益率 14.0% 16.6% 17.2% 18.2% +3.2%pts +1.7%pts 13.8% ー

※単位：百万円（百万円未満切捨て）



学 習 塾 運 営 事 業 の 影 響 に よ る 減 収 は あ り ま し た が 、 学 習 塾 運 営 事 業 を 除 い た 教 育 研 修 事 業 と
D X 推 進 事 業 に お い て は 増 収 を 実 現 し ま し た 。
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2023年9月期 第3四半期 ｜ 売上高

119

+2

2,846

3,146

FY2022 / 3Q（累計） FY2023 / 3Q（累計）

+299（+10.5%）

単位：百万円

+263

+96 △62

DX推進事業 教育研修事業
（学習塾運営事業売却の影響除く※）

その他
（内部取引調整含む）

学習塾運営事業
売却の影響

※1： 2022年1月に売却した学習塾運営事業の2022年9月期に含まれる売上金額

学習塾運営事業の売却影響を除くと

+361（+13.0%）



学 習 塾 運 営 事 業 の 影 響 や 上 場 関 連 費 用 の 一 時 的 な 要 因 が 含 ま れ ま す が 、

経 常 利 益 全 体 で は 増 益 で の 着 地 を し ま し た 。
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2023年9月期 第3四半期 ｜ 経常利益

119

471

573

FY2022 / 3Q（累計） FY2023 / 3Q（累計）増収による利益増
（学習塾運営事業売却の影響除く※1）

学習塾運営事業
売却の影響※1

その他
（上場関連費用※2）

+101（+21.6%）

+132

△11

△19

学習塾運営事業の売却及び
上場関連費用の影響を除くと

+132（+28.8%）

一時的な要因

※1：2022年1月に売却した学習塾運営事業の2022年9月期に含まれる利益金額

※2：2023年9月期第1四半期において営業外費用で計上された新規上場費用、目論見書の作成・印刷費用や証券会社に支払う一時費用等

単位：百万円
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バランスシートの概況

2022年9月末 2022年12月末 2023年3月末 2023年6月末 増減
(前年度末22/9比)

現金及び預金 1,387 1,699 1,674 2,203 +815

その他流動資産 540 547 819 639 +99

流動資産合計 1,928 2,246 2,494 2,842 +914

固定資産合計 310 314 315 324 +14

資産合計 2,238 2,560 2,810 3,167 +928

負債合計 1,435 1,138 1,190 1,413 △22

株主資本 789 1,415 1,613 1,741 +951

うち自己株式 △434 - - - +434

その他純資産項目 12 5 6 13 0

純資産合計 802 1,421 1,620 1,754 +951

負債純資産合計 2,238 2,560 2,810 3,167 +928

自己資本比率 35.8% 55.5% 57.6% 55.3% +19.5% pts

IPOの自己株式処分等もあり、
現金及び預金は+815百万円

売掛金 +74百万円

未払金 △56百万円
契約負債 + 95百万円
賞与引当金 △73百万円

2022年10月の上場時に、472百万円
で処分（+38百万円の自己株式の処分差益の発生）

※単位：百万円（百万円未満切捨て） ※2023年6月末時点
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2023年9月期 ｜ DX推進事業の業績予想と主要KPI

1Q(実績) 2Q(実績) 3Q(実績) 4Q 19/9末 22/6末 22/9末 23/6末 23/9末(見込み)

498
520

約450

約950 995
1143

四半期毎に
逓増する見込み

+ 193

…

直販 ：70%

代理店：30%

前年同期比対 20%成⾧

• 3Qの売上高は前年同期比+20%成⾧となり、期初に見積もった保守的な想定よりも引き続き、順調に進捗

• 売上高は導入社数に伴い積み上がるため、四半期毎に逓増する見込み

• RPAロボパットDXの導入社数は2023年6月末時点で1,143社に到達

DX推進事業 売上高（FY23/9期）
単位：百万円

RPA ロボパット DX導入社数の推移
単位：社

見込み

542
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2023年9月期 ｜ 教育研修事業の業績予想と主要KPI

1Q(実績) 2Q(実績) 3Q(実績) 4Q 19/9末 22/6末 22/9末 23/6末 23/9末(見込み)

393 639

99

405
468 551

+146社

…

2023年1月

OEMパートナーの一般公募開始

フォーサイト手帳販売に
季節性があり、例年通り集中学習塾運営事業売却

による減収△62

• 1Qは学習塾運営事業売却による売上減少で前年同期比△10.7%、2Q以降は堅調に成⾧を継続

• 学校向けフォーサイト手帳販売は季節性があり、2Qに例年通り売上が積み上がった

• Smart Boardingの売上は導入企業の増加に伴い積み上がるため、四半期毎に逓増する見込み

教育研修事業 売上高（FY23/9期）
単位：百万円

Smart Boarding導入社数の推移
単位：社

KPIとして重視する背景：

・ストックビジネス

・RPAとのクロスセルや研修サービスとの
アップセル等、他事業の基盤となる商材

見込み

459
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3カ年計画数値（2023年9月期～2025年9月期）

3,522 3,753
4,059

4,465
4,915

324 455 560 700 885

9.2%

12.1%
13.8%

15.7%

18.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

20.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

21/9期 22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

売上高(左軸) 経常利益(左軸) 経常利益率(右軸)

売上高

毎期、10%以上の成⾧を実現し、25/9期には49億円以上を計画
経常利益(率)

毎期、25%以上の成⾧を実現し、25/9期には8.8億円以上を計画
利益率も毎期、着実に向上し、25/9期では18％を計画

単位：百万円



当 社 の 3 年 間 の 事 業 戦 略 と 重 要 K P I を R o b o - P a t D X 導 入 企 業 数 、

S m a r t B o a r d i n g 導 入 企 業 数 、 フ ォ ー サ イ ト ア プ リ 導 入 校 数 で 確 認 し ま す 。
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3カ年計画事業戦略サマリと重要KPI

Robo-Pat DX
導入企業数

Smart Boarding
導入企業数

フォーサイト
アプリ導入校数

紹介パートナー制度の拡大
地方展開やお客様内での横展開
23/9期末：1,130社以上→24/9期末：1,250社以上

OEMパートナー契約社数の拡大
社員教育の仕組み構築のコンサルティングサポート
23/9期末：565社以上→24/9期末：670社以上

学校向け初年度無料展開によるシェア獲得
教育委員会との連携による推進、商品力強化

業種特化事例によるクライアントの拡大
教育研修領域におけるBtoB事業間シナジー(*)の
拡大
25/9期末：1,380社以上

HR領域のクラウドサービスとのシステム連携
DX領域におけるBtoB事業間シナジー(*)の拡大
25/9期末：780社以上

私塾マーケットの収益化（POPER社との提携）
圧倒的なシェア獲得により導入先1,000校達成

中期 25年9月期～短期 23年9月期と24年9月期

(*) RPA「ロボパットDX」の顧客1,000以上と教育研修事業の3,000社以上の顧客基盤におけるクロスセルやアップセルなど



2 0 2 4 年 9 月 期 を 目 途 に 純 粋 持 株 会 社 制 度 を 解 消 す る こ と に つ い て 検 討 を 開 始 し ま す 。
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純粋持株会社制度を解消することにつき、検討を開始：On e FCEへ！

目的

・事業間のシナジーをより大きく生み出す

・人財交流の活性化・施策遂行のスピード加速

（※）株式会社FCEプロセス＆テクノロジー、株式会社FCEエデュケーション、株式会社FCEトレーニング・カンパニー、

株式会社FCEパブリッシング、株式会社ダイニングエッジインターナショナルの5社を指します。

（株）FCE Holdings

（株）FCE

PAT FCEE TC PUB DEI

吸収合併等の方法

成⾧戦略推進と経営効率化を図る

その他

本合併方針に関する詳細については未定
（合併当事者、方式、予定等）

※グループ連結業績への直接の影響はありません。
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IR  informat ion

本 説 明 資 料 や そ の 他 I R に 関 す る ご 意 見 や ご 質 問 は 、
メ ー ル ・ I R お 問 い 合 わ せ フ ォ ー ム ・ I R 公 式 Tw i t t e r よ り
お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

ir@fce-hd.co.jp

コ ー ポ レ ー ト サ イ ト で は 、 決 算 説 明 資 料 ・ Q ＆ Aの 採 録 他 、
ア ナ リ ス ト レ ポ ー ト 等 も ご 覧 い た だ け ま す 。

https://fce-hd.co.jp/ir/

公 式 の Tw i t t e r で 質 問 事 項 は 必 要 に 応 じ て 回 答 し て い く 予 定 で す 。

https://twitter.com/fce_ir
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本資料の取り扱いについて

本 書 に は 、 当 社 及 び 当 社 グ ル ー プ に 関 連 す る 見 通 し 、 将 来 に 関 す る 計 画 、 経 営 目 標 な ど が 記
載 さ れ て い ま す 。
こ れ ら の 将 来 の 見 通 し に 関 す る 記 述 は 、 将 来 の 事 象 や 動 向 に 関 す る 現 時 点 で の 仮 定 に 基 づ く
も の で あ り 、 当 該 仮 定 が 必 ず し も 正 確 で あ る と い う 保 証 は あ り ま せ ん 。 様 々 な 要 因 に よ り 実
際 の 業 績 が 本 書 の 記 載 と 著 し く 異 な る 可 能 性 が あ り ま す 。

別 段 の 記 載 が な い 限 り 、 本 書 に 記 載 さ れ て い る 財 務 デ ー タ は 日 本 に お い て 一 般 に 認 め ら れ て
い る 会 計 原 則 に 従 っ て 表 示 さ れ て い ま す 。

当 社 及 び 当 社 グ ル ー プ は 、 将 来 の 事 象 な ど の 発 生 に か か わ ら ず 、 既 に 行 っ て お り ま す 今 後 の
見 通 し に 関 す る 発 表 等 に つ き 、 開 示 規 則 に よ り 求 め ら れ る 場 合 を 除 き 、 必 ず し も 修 正 す る と
は 限 り ま せ ん 。


